


1977年には,生産10万件に対して,348例の妊産婦死亡,あるいは約50万人の死亡があった

と推測される。しかし世界全体で妊産婦死亡の統計が得られるのは世界人口の半分につい

てにすぎない。統計の無い国の方が妊産婦死亡が多いと考えられるので上記の推計は実際

より低いものと思われる。世界全体としてはスカンジナビアの 4 国が最も低い(10 万につ

き 43),アフガニスタン,インド,バングラディッシュが最も高い(600～700/10 万〉,歴史的

にはヨーロッパの支配階級の女性達が16～18世紀には出生10万につき2000人死亡,19世

紀前半でも 1470 人死亡という記録がある。 


